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Ⅰ 一般会計決算 

（１）決算収支の状況  

 
 

＜概況＞ 

 一般会計の決算額は、歳入が 10,695 億円で前年度比 1,061 億円の増加

（+11.0％）、歳出は 10,317 億円で前年度比 1,049 億円の増加（+11.3％）と

なった。 

また、歳入歳出差引額（形式収支）は、377 億円と前年度比 12 億円の増加

（+3.3％）、翌年度に繰り越すべき財源は、186 億円と前年度比 33 億円の増加

（+21.9％）、実質収支は 191億円と前年度比 21億円の減少（△10.0％）となっ

た。 

 

大幅な増額となった前年度の決算に引き続き、全体的に増加しており、熊本

地震により大規模となった平成 28 年度を上回る大きな決算額となっている。

（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円、％）

金　　　　額 比　　　率

（Ａ） （B） (Ｃ)＝(Ａ) － (Ｂ) (C)/(B)×100

① 1,069,504 963,320 106,183 11.0

② 1,031,713 926,743 104,970 11.3

③=①-② 37,790 36,576 1,213 3.3

④ 18,621 15,275 3,346 21.9

繰 越 明 許 費 17,339 14,542 2,796 19.2

事 故 繰 越 し 繰 越 額 1,282 733 549 74.9

⑤=③-④ 19,169 21,301 △ 2,132 △ 10.0

対  前  年  度  増  減

 区　　　　　　　分

実 質 収 支

R３年度 R２年度

内
　
訳

翌 年 度 へ 繰 り 越 す べ き 財 源

歳 入 歳 出 差 引 額
（ 形 式 収 支 ）

歳 出 決 算 額

歳 入 決 算 額
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 図 １ 

 

・平成２５年度は、景気回復による税収の増、平成２４年度の国の経済対策関連事業や熊本

広域大水害関係経費等の繰越の影響で拡大 

・平成２８年度・平成２９年度は、熊本地震に伴う復旧・復興関係経費等により拡大 

・令和２年度・令和３年度は、令和２年７月豪雨災害及び新型コロナウイルス感染症対策関

係経費等により拡大 

 

 図 ２ 
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（２）歳入の状況  

＜概況＞ 

  歳入の決算額は 10,695 億円で、前年度比 1,061 億円の増加（+11.0％）と

なった。 

決算額のうち、自主財源は4,086億円と前年度比378億円の増加（+10.2％）、

一方、依存財源は 6,608 億円と前年度比 683 億円の増加 （+11.5％）となっ

た。 

  その占める割合は、自主財源が 38.2％、依存財源が 61.8％で、自主財源は

前年度より 0.3％減少している。 

 

＜ポイント＞ 

歳入の主な増加要因 

① 「14 国庫支出金」（+476 億円） 

・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の増加（+301 億円） 

・新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金の増加（+37 億円） 

② 「12 地方交付税」（+240 億円） 

・地財計画に基づく普通交付税算定額の増加（+126 億円） 
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・地方交付税の財源となる国税収入の上振れに伴う普通交付税の再算定に 

よる増加（+156 億円） 

 

 

（３）歳出の状況  

 

＜概況＞ 

歳出の決算額は、10,317億円で前年度比 1,049億円の増加（+11.3％）となっ

た。 

 

 

 

＜ポイント＞ 

歳出の主な増加要因 

① 「7 商工費」（+390 億円） 

・営業時間短縮要請協力金事業の増加 （+274 億円） 

・中小企業金融総合支援事業の増加 （+75 億円） 

② 「2 総務費」（+306 億円） 

・県債管理基金積立金の増加 （+315 億円） 

  ・新型コロナウイルス感染症対応総合交付金事業の増加  （+21 億円） 
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（４）翌年度繰越の状況  

 
＜概況＞ 

  繰越額は 2,194億円で、前年度比 29億円の増加（＋1.4％）となった。 

中でも商工費の繰越額は、前年度比 345 億円の大幅な増加（＋586.2％）と

なった。災害復旧費の繰越額については、前年度比△30 億円と減少している

が、依然として高い水準での繰越しが続いている。 

   

 

 

 

（５）不納欠損の状況  

 

 

 

＜概況＞ 

不納欠損額は 2億円となった。 

  内訳は、県税が件数で 89.5％、金額で 89.7％を占めている。 

 



- 6 - 

 

 

（６）収入未済額の状況  

 

＜概況＞ 

収入未済額は 22億円で、前年度比 5億円の減少（△18.9％）となった。 

内訳は、県税が 15億円で 66.8％を占めている。R2年度に適用した新型コロ

ナウイルス感染症の影響により納税が困難な方に対する徴収猶予の特例（R2

年度収入未済額のうち 4 億 2 千万円を R3 年度まで猶予）は R2 年度で終了し

たため、R3年度の特例適用事例はなし。 

 

（７）不用額の状況  

 

 

＜概況＞ 

  不用額は 636億円で、前年度比 193億円の減少（△23.3％）となった。 

予算に占める割合は 4.8％で前年度より 2％の減少となった。 

  

＜金額が大きいもの＞ 

① 「4 衛生費」（163 億円） 

・新型コロナ感染症患者等入院病床確保事業  （71 億円） 

・新型コロナ医療・検査等体制整備事業  （31 億円） 

② 「11 災害復旧費」（115 億円） 

・県営農地等災害復旧事業費 （30 億円） 

・なりわい再建支援事業      （29 億円） 



- 7 - 

 

Ⅱ 特別会計決算 

 

（１）決算収支の状況  

 

 

＜概況＞ 

特別会計全体の決算額は、歳入 3,372億円で前年度比47億円の減少（△1.4％）、

歳出は 3,226 億円と前年度比 54 億円の減少（△1.7％)となった。 

実質収支は 143 億円で、前年度比 6 億円の増加（＋4.6％）となった。 

   

 

＜ポイント＞ 

（１）歳出額が増加した主な会計 

「15 国民健康保険事業特別会計」（+56 億円）は、保険給付費等交付

金の増によるものである。 

 

 

 （２）歳出額が減少した主な会計 

「14 公債管理特別会計」（△132 億円）は、借換債の元金償還額の減少

等によるものである。 
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各特別会計の歳入歳出決算状況 

 

 

 

 

 

 

R３年度 R２年度 増   減 R３年度 R２年度 増   減

（Ａ） （Ｂ） (Ａ)－(Ｂ) （Ｃ） （Ｄ） (Ｃ)－（Ｄ) （Ｅ） (A)-(Ｃ)-(Ｅ)

１ 中 小 企 業 振 興 資 金 686 826 △ 140 476 612 △ 136 0 209

２ 母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 213 205 7 71 80 △ 9 0 142

３ 収 入 証 紙 2,826 2,785 40 2,557 2,530 27 0 269

４ 県 立 高 等 学 校 実 習 資 金 387 344 42 269 248 21 0 118

５ 港 湾 整 備 事 業 3,478 3,381 96 3,238 3,115 123 233 5

６ 臨 海 工 業 用 地 造 成 事 業 1,246 1,156 90 210 65 144 6 1,029

７ 用 地 先 行 取 得 事 業 474 789 △ 314 474 706 △ 231 0 0

８ 育 英 資 金 等 貸 与 3,613 3,072 541 538 697 △ 158 0 3,074

９ 林 業 改 善 資 金 1,305 1,216 89 516 453 62 0 788

１０ 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 629 563 66 0 10 △ 10 0 629

１１ 市 町 村 振 興 資 金 貸 付 事 業 2,820 2,858 △ 38 1,508 826 682 0 1,312

１２ 高 度 技 術 基 盤 整 備 事 業 等 2,035 381 1,654 1,801 53 1,747 0 234

１３ チ ッ ソ 県 債 償 還 等 2,843 2,904 △ 61 2,843 2,904 △ 61 0 0

１４ 公 債 管 理 110,696 123,974 △ 13,278 110,696 123,974 △ 13,278 0 0

１５ 国 民 健 康 保 険 事 業 203,979 197,515 6,463 197,460 191,801 5,659 0 6,519

337,239 341,978 △ 4,739 322,664 328,081 △ 5,417 240 14,334

△ 1.4% △ 1.7%

226,542 218,004 8,538 211,968 204,107 7,860 240 14,334

3.9% 3.9%
公 債 管 理 を 除 く

翌年度へ

繰越すべ
き財源

実   質
収支額

合　　　　　　　　　計

歳　　　　　　　　入

特 別 会 計 名

（単位：百万円）

歳　　　　　　　　出

（単位：百万円）

年　　度 H２９年度 H３０年度 R元年度 R２年度 R３年度

歳 入 決 算 額 170,553 354,156 346,190 341,978 337,239

歳 出 決 算 額 162,800 343,730 334,098 328,081 322,664

歳 入 歳 出 差 引 額 7,752 10,425 12,092 13,896 14,574

翌年度へ繰り越す
べ き 財 源

206 257 615 190 240

実 質 収 支 額 7,546 10,169 11,476 13,706 14,334

　　特別会計合計額の推移（過去５年間）
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（２）翌年度繰越の状況  

 

＜概況＞ 

  港湾整備事業特別会計で 3 億円、臨海工業用地造成事業特別会計でそれぞ

れ 6百万円の繰越を行っている。 

 

 

（３）不納欠損の状況 

＜概況＞ 

  中小企業振興資金特別会計で 1億 14百万円、育英資金等貸与特別会計で 53 

万円の不納欠損処分を行っている。 

 

（４）収入未済額の状況  

 

特 別 会 計 名

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

港 湾 整 備 事 業 2 393 2 401 0 △ 8 0.0 △ 2.1

臨 海 工 業 用地 造成 事業 2 6 － － 2 6 － －

合 計 4 400 2 401 2 △ 1 100.0 △ 0.4

（単位：百万円、％）

比率 (Ｃ) ／ (Ｂ)

対　前　年　度　増　減

（A）

Ｒ２　年　度

（B） (Ａ)－(Ｂ) = (Ｃ)

Ｒ３　年　度

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

中 小 企 業 振 興 資 金 4 114 － － 4 114 － －

育 英 資 金 等 貸 与 4 0 4 0 0 0 0.0 △ 28.8

合 計 8 114 4 0 4 114 100.0 15,081.7

Ｒ３　年　度

（単位：百万円、％）

(Ａ)－(Ｂ) = (Ｃ)（B）  (Ｃ) ／ (Ｂ)

注１）上表の「件数」は、収入調定の件数

（A）特 別 会 計 名

対　前　年　度　増　減Ｒ２　年　度

　　会　　　　計　　　　　　名

中 小 企 業 振 興 資 金

母 子 父 子 寡婦 福祉 資金

港 湾 整 備 事 業

育 英 資 金 等 貸 与

林 業 改 善 資 金

沿 岸 漁 業 改 善 資 金

合 計

△ 3.2△ 4

1

0

2.7

特 別 会 計 名

3,062

43

金　　額

2

3.9

4.4

21.0

3,164

 (Ｃ) ／ (Ｂ)

122

0

128

△ 18.5

△ 1.3

（単位：百万円、％）

△ 2

3,287

22

13

（A）

10

145

22

2,933

150

比　　　率

(Ａ)－(Ｂ) = (Ｃ)

金　　　額（B）

41

3

対  前  年  度  増  減

金　　額

Ｒ２　年　度Ｒ３　年　度
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＜概況＞ 

  ６特別会計で、貸付金の償還金及び使用料などの収入未済が合計 32億円と

なり、前年度比 1億円の増加（＋3.9％）となった。 

中小企業振興資金特別会計(中小企業高度化資金等)が全体の 93.2%を占め

ている。 

 

（５）不用額の状況  

 

 

 

＜概況＞ 

  不用額は、特別会計全体で 15億円と前年度比 33億円の減少（△68.4%）と

なった。 

 

 

 

 

 

 

金　　　額 比　　　率

(Ａ)－(Ｂ) = (Ｃ) （Ｃ）／（Ｂ）

1 中 小 企 業 振 興 資 金 15 3.1 430 41.2 △ 414 △ 96.4

2 母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 28 28.5 15 16.0 12 84.3

3 収 入 証 紙 242 8.7 269 9.6 △ 27 △ 10.0

4 県 立 高 等 学 校 実 習 資 金 58 17.9 59 19.3 0 △ 1.2

5 港 湾 整 備 事 業 28 0.8 17 0.5 10 56.7

6 臨 海 工 業 用 地 造 成 事 業 19 8.1 19 23.2 0 △ 3.6

7 用 地 先 行 取 得 事 業 0 0.0 0 0.0 0 △ 69.7

8 育 英 資 金 等 貸 与 21 3.9 21 3.0 0 △ 0.3

9 林 業 改 善 資 金 85 14.2 148 24.6 △ 62 △ 42.4

10 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 81 99.4 70 87.0 10 14.2

11 市 町 村 振 興 資 金 貸 付 事 業 7 0.5 10 1.3 △ 3 △ 32.0

12 高 度 技 術 基 盤 整 備 事 業 等 12 0.7 14 20.8 △ 1 △ 12.1

13 チ ッ ソ 県 債 償 還 等 0 0.0 0 0.0 0 156.7

14 公 債 管 理 0 0.0 0 0.0 0 △ 69.1

15 国 民 健 康 保 険 事 業 963 0.5 3,868 2.0 △ 2,904 △ 75.1

合 計 1,564 4,947 △ 3,383 △ 68.4

特 別 会 計 名

対  前  年  度  増  減Ｒ３　年　度

（A） （B）

Ｒ２　年　度

予算に対

する比率

予算に対

する比率

（単位：百万円、％）
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１．公有財産

（１）土地建物

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（２）山　　林

㎡ ㎡ ㎡ ㎥ ㎥ ㎥

（３）動　　産

（４）物　　権

㎡ ㎡ ㎡

（５）無体財産権

Ⅲ　財産に関する調書（総括表）

決算年度中増減(△)高 決算年度末現在高

前年度末現在高 決算年度中増減(△)高 決算年度末現在高

面           積 立　木　の　推　定　蓄　積　量

合　　　計
106,186,432.37

△ 664,438.00

738,038.00

106,260,032.37

前年度末現在高 決算年度中増減(△)高 決算年度末現在高

340,376.81

決算年度中増減(△)高前年度末現在高 決算年度末現在高

隻

16,074.63

前年度末現在高 決算年度中増減(△)高 決算年度末現在高

合　　　計
94,961,228.64

△ 215,180.57

95,086,424.88 2,447,656.70

△ 27,682.84

2,436,048.49

2,096,603.78

△ 5,295.40

2,091,308.38

0.00

土地（地籍） 建物（延面積）

前年度末現在高

5 隻 5 隻

714
0.00

714

0

0

個 0 個
0

船　　　舶

総トン 総トン 総トン

0

浮　　　標 0 個
0

0.00

回転翼航空機 1 機
0

機 1 機

個
0

浮  桟  橋 5 個
0

個 5

0.00地役権 1,641.00 1,641.00

前年度末現在高 決算年度中増減(△)高 決算年度末現在高

前年度末現在高 決算年度中増減(△)高 決算年度末現在高

31,192,744.33

△ 211,656.00

6,605.00

地上権
30,987,693.33

73
合　　　計 242 件 314 件件

△ 1
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（６）有価証券

円 円 円

（７）出資による権利

円 円 円

２．物　　品

件 件 件 件

注：物品は様々な種類があるため、単位は件で統一して表示

３．債　　権

千円 千円 千円

４．基　　金

千円 千円 千円

※備蓄物資、美術品を含む。 出納整理期間中増減(△)高 千円
※繰替運用を含む。

△ 10,003,984

前年度末現在高 決算年度中増減(△)高 決算年度末現在高

合　　計
514,500,000

0

514,500,0000

前年度末現在高 決算年度中増減(△)高 決算年度末現在高

合　　計
△ 141,888,758

37,168,136,962

11,624,000

37,298,401,720

合　　　　計

増
決算年度末現在高

190,369,111

前年度末現在高

189,947,740

9,911

減

決算年度中増減高
前年度末現在高

決算年度末現在高決算年度中増減(△)高

9,574 555 218

合　　　計
208,049,460 211,496,193

合　　　計

3,446,733

決算年度末現在高決算年度中増減(△)高前年度末現在高

3,265,302

△ 3,686,674
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基金現在高の推移（過去 10年間）
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